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株式会社りそなホールディングス

№1

■ 持続的な黒字経営への体質転換を実現

～集中再生期間の終結

・ 「リスク要因の最小化」に係る目標を完遂

⇒不良債権比率、投資株式簿価の目標達成など

・ 抜本的な「高コスト体質の改善」

⇒経費率（OHR）は初の50%割れ ⇒ 過去最低を達成

・ 計画を大幅に上回る当期利益を計上

⇒特殊要因はあるも、5期振りの黒字、過去最高益

・ 合算剰余金は計画比＋1,000億円を確保

⇒18年3月期には追加で＋210億円を計画

・ りそな銀行の勘定分離を終結

⇒目標通り、平成17年3月末をもって勘定分離を終結

・ HD連結自己資本比率は9.74%（16/3末：7.75%）

■ 「再生」から『飛躍』に向けた新たな第一歩

～“りそな”を支えて下さる株主の皆さまへの対応ほか

※別添『平成17年度の新たな取組み』をご覧下さい

【HD連結決算】 【傘下銀行単体合算】

（単位：億円） 15年3月期 16年3月期 17年3月期 （単位：億円） 15年3月期 16年3月期 17年3月期 18年3月期
【実績】 【実績】 【実績】 【実績】 【実績】① 【実績】② ②－① 〔計画〕③ ③－② 健全化計画比

連結粗利益① 9,018 7,750 7,631 実勢業務純益 3,073 2,603 3,652 ＋1,049 3,000 △652 ＋80

営業経費② △5,976 △5,100 △△△△3,820 経費率（OHR）※ 59.7% 61.6% 48.6% △13.0% 55.6% ＋7.0% △0.6%

株式関係損益 △3,006 ＋576 ＋＋＋＋910 株式関係損益 △3,121 △199 ＋＋＋＋451 ＋650 ＋40 △411 ＋40

連結与信費用 △5,521 △14,183 △△△△415 与信費用総額 △5,104 △13,284 ＋＋＋＋393 ＋13,677 △710 △1,103 ＋50

連結当期純損益 △8,376 △16,639 3,655 特別損益※ △110 △1,791 △△△△483 ＋1,308 △70 ＋413 △50

【参考】①＋② 3,041 2,649 3,810 当期純損益 △7,904 △16,927 3,863 ＋20,791 2,050 △1,813 ＋210

Ⅰ．平成16年度決算発表時のハイライト

【資産】

〔不良債権比率〕
銀行合算：3.39%
（15/9比▲7.80%）

〔投資株式簿価〕
銀行合算：3,978
（15/3比▲9,992）

〔繰延税金資産÷TierⅠ〕

HD連結：3.8%
（15/3比▲95.7%）

Step：リストラから営業力強化へ

（～H19/3月）

財務改革の第2ステージ

【資産】

【負債】

【資本】

復配に向けた
『今後の配当方針』

の明確化

発行株数の
適正化に向けた
『株式併合』等

「再生」から『飛躍』に向けた
新たな第一歩を踏み出すにあたり、

“りそな”を支えて下さる
『株主の皆さま』への対応

Hop：集中再生期間（～H17/3月）

財務改革の第1ステージ

【負債】

【
資
本

】

〔退職給付不足金※〕
3銀行合算：892
（15/3比▲3,672）

※りそな・埼玉りそな・近畿大阪の
要償却残高（未認識債務）

持続的な
黒字経営への
体質転換

リスク要因の
最小化

高コスト体質の
改善

りそな銀行の
勘定分離を

終結

HD連結
自己資本比率

9.74%
（15/3比＋5.96%）

※経費率は信託勘定不良債権処理前の業務粗利益にて算出   ※17年3月期は与信関連戻入額を除く

注：金額については単位未満を切捨て表示
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株式会社りそなホールディングス

（単位：億円） №2
「「「「リスクリスクリスクリスク要因要因要因要因のののの最小化最小化最小化最小化」」」」にににに係係係係るるるる目標目標目標目標をををを完遂完遂完遂完遂～不良債権比率、投資株式簿価の目標達成など

〔銀行合算・投資株式簿価〕 〔HD連結・繰延税金資産〕

12,474 5,844 2,993

13,970

6,930

3,978

0

5,000

10,000

15,000

15年3月末 16年3月末 17年3月末

3,916

5,229

529 455

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

15年3月末 16年3月末 17年3月末

〔銀行合算・不良債権残高（りそな信託除く）〕 〔銀行合算・不良債権比率（りそな信託除く）〕

23,134 26,594 14,886 9,904 6,368

33,561

29,063
32,190

18,841

13,147
9,188

0

10,000

20,000

30,000

14年3月末 15年3月末 15年9月末 16年3月末 16年9月末 17年3月末

10.28%
9.32%

11.19%

6.74%

4.82%

9.99%

12.58%

7.39%

5.10%

3.39%

3.35%

0%

4%

8%

12%

14年3月末 15年3月末 15年9月末 16年3月末 16年9月末 17年3月末

〔退職給付債務等〕（りそな・埼玉りそな・近畿大阪合算）

うち
“りそな”

点線：りそな銀行

目標：3%台

HD連結TierⅠ対比

3.8%
（15/3末比：▲95.7%）

うち
“りそな銀行”

（単体）

8,000
5,528

▲4,564

▲1,566

3,459

▲▲▲▲892

▲6,000

▲3,000

0

3,000

6,000

15年度期首 16年度期首 17年度期首

上段：退職給付債務

下段：要償却残高（不足金）

不良債権比率の
半減目標

（14年3月末の1/2）
5.14%

（半年前倒しで達成済）

※保有制限は18年9月末から適用

うち
“りそな”

※信託勘定含む

目標：
4,000億円

対HD連結

TierⅠ比

33%

対HD連結

TierⅠ比

77%

注：金額については単位未満を切捨て表示
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株式会社りそなホールディングス

（単位：億円） №3
抜本的抜本的抜本的抜本的なななな「「「「高高高高コストコストコストコスト体質体質体質体質のののの改善改善改善改善」」」」～経費率（OHR）は初の50%割れ 計画計画計画計画をををを大幅大幅大幅大幅にににに上回上回上回上回るるるる当期利益当期利益当期利益当期利益をををを計上計上計上計上～5期振りの黒字に加え、過去最高益

〔銀行合算・当期純利益〕〔銀行合算・業務粗利益・経費・経費率（OHR）〕

3,114

▲14,157

124

3,863

▲16,927

▲7,904

▲10,406

▲494

▲20,000

▲15,000

▲10,000

▲5,000

0

5,000

12/3期 13/3期 14/3期 15/3期 16/3期 17/3期

4,450 4,876

▲2,772

▲2,192

64.1%

61.6%

59.4%

61.6%

59.7%

48.6%

7,496
7,862 8,001

7,610

6,727

▲4,820 ▲4,859 ▲4,773 ▲4,558
▲4,168

7,097

▲▲▲▲3,456

▲6,000

▲3,000

0

3,000

6,000

12/3期 13/3期 14/3期 15/3期 16/3期 17/3期

40%

50%

60%

うち
“りそな”

うち
“りそな”

上段：業務粗利益

下段：経費

うち
“りそな”

うち
“りそな”

※経費率は信託勘定不良債権処理前の
   業務粗利益にて算出

【参考】傘下各社・17年3月期の経費率〔OHR〕（小数点3位切捨）

りそな 埼玉 近畿 奈良 りそな

りそな 大阪 信託

経費率 44.86% 57.99% 58.77% 83.43% 41.51%

【参考】傘下各社・17年3月期当期純利益

りそな 埼玉 近畿 奈良 りそな

りそな 大阪 信託

当期利益 3,114 223 435 4 85

注：金額については単位未満を切捨て表示
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株式会社りそなホールディングス

№4
貸出金貸出金貸出金貸出金（（（（信託勘定含信託勘定含信託勘定含信託勘定含むむむむ））））のののの状況状況状況状況～集中再生により健全性は飛躍的に向上、着実な営業力強化により住宅ローン実行額は大幅に増加

【参考】りそな銀行・金額階層別与信残高

〔銀行合算・貸出金末残（信託含む）〕 〔銀行合算・住宅ローン残高〕

【参考】銀行合算・債務者区分別債権残高

21.70 19.76 18.81 18.09

4.71
4.67 4.98 5.12

17.75

5.32

29.54
27.23 26.47 25.81 25.70

0兆円

10兆円

20兆円

30兆円

15年3月末 15年9月末 16年3月末 16年9月末 17年3月末

りそな

埼玉りそな

28.9%

32.4%

35.4%
37.9%

39.6%
8.52 8.83 9.37 9.77 10.17

0兆円

5兆円

10兆円

15年3月末 15年9月末 16年3月末 16年9月末 17年3月末

20%

30%

40%

実行額：1.86兆円

18年3月末
住宅ローン
残高目標
17/3比
＋7,800

実行額：1.76兆円

22.92 23.62

2.32
2.23

1.79
3.50

2.07 1.05

24.26

28.76兆円
27.93兆円

27.11兆円

20兆円

22兆円

24兆円

26兆円

28兆円

15年9月末 16年3月末 17年3月末

正常先

その他
要注意先

要管理先
以下

15年9月末比

＋1.33兆円

17年度実行

計画：1.94兆円

住宅ローン÷
貸出金（銀・信）

本資料
Page11参照 （単位：億円） その他 要管理先 要注意先

要注意先 以下 以下合計 15/9比 16/9比

500億円以上 617 0 617 ▲7,915 ▲1,221

300～500未満 783 489 1,273 ▲6,633 ▲1,156

100～300未満 1,951 653 2,605 ▲2,449 ▲1,019

100億円以上 （16先） （5先） （21先） （▲40先） （▲10先）

合計 3,352 1,143 4,496 ▲16,998 ▲3,397

注：金額については単位未満を切捨て表示
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株式会社りそなホールディングス

№5
預金預金預金預金・・・・預預預預りりりり金融資産金融資産金融資産金融資産のののの状況状況状況状況～好調な投資商品販売を更に強化 17年度計画年度計画年度計画年度計画のののの概要概要概要概要～特殊要因の剥落影響あるも実態ベースで増益を計画

〔銀行合算・「預金＋譲渡性預金」の末残〕

〔銀行合算・個人向け投資商品〕

22.89 20.88 21.17 20.55 20.93

8.61
8.50 8.64 8.67 8.74

35.46
33.20 33.48 32.83 33.21

0兆円

10兆円

20兆円

30兆円

15年3月末 15年9月末 16年3月末 16年9月末 17年3月末

うち
りそな

（NCD含む）

埼玉りそな
（NCD含む）

5,168 6,578 8,483 10,567 12,903

3.1%
4.0%

5.2%

6.6% 8.7%

6,281
7,870

10,195

13,142

17,222

0

5,000

10,000

15,000

20,000

15年3月末 15年9月末 16年3月末 16年9月末 17年3月末

2%

7%

12%

（単位：億円）

販売額：0.92兆円販売額：0.57兆円

17年度販売

計画：1.27兆円

投資商品÷
国内・個人預金

投資信託

公共債

保険

18年3月末

投資商品
残高目標
外貨預金含め

17/3比
＋1兆円弱

18年3月末
計画

外貨預金含め

約13%へ

6,344 6,460
173

340
240

2406,727

7,097

6,730

6,000

6,660

15年度 16年度 17年度計画

3,456 3,490

150
100

4,168

3,456

3,740

3,000

3,740

15年度 16年度 17年度計画

2,919 3,000

483

250

2,603

3,652

3,000

2,000

2,920

15年度 16年度 17年度計画

〔銀行合算・業務粗利益〕

〔銀行合算・経費〕

〔銀行合算・実勢業務純益〕

特殊要因

再生勘定

債券関係
損益

システム統合

新規施策

粗利益要因

経費要因
説明資料

Page22参照

健
全
化

17年度

健
全
化

17年度

健
全
化

17年度

注：金額については単位未満を切捨て表示
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株式会社りそなホールディングス

（単位：億円） №6
銀行合算銀行合算銀行合算銀行合算・・・・平成平成平成平成17171717年度予想年度予想年度予想年度予想とととと平成平成平成平成16161616年度実績年度実績年度実績年度実績とのとのとのとの差異差異差異差異 ホールディングスホールディングスホールディングスホールディングス及及及及びびびび銀行単体銀行単体銀行単体銀行単体のののの合算剰余金合算剰余金合算剰余金合算剰余金

銀行合算銀行合算銀行合算銀行合算・・・・平成平成平成平成17171717年度予想年度予想年度予想年度予想とととと健全化計画健全化計画健全化計画健全化計画とのとのとのとの差異差異差異差異

17年3月期で計画比＋1,000億円を確保

⇒18年3月期には追加で＋210億円を計画

計画：6,433

計画：4,513

計画：2,943

3,943

5,723

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

17年3月期 18年3月期 19年3月期

健
全
化
計
画

18年3月期には

追加で＋210を計画

銀
行
合
算
・
計
画

※与信費用戻入額
    を除く

2,050

▲367

▲284

▲1,103

▲472

▲1,813

＋413

237 2,050 3,863

税引後利益

業務粗利益

経費

与信関連費用

特別損益※

その他

平成17年度予想 16年度実績

▲393の戻入⇒710の損失を計画

株式売却益の減少が主因

退職給付関連損失の減少が主因

Page5の右上段参照

Page5の右中段参照

計画比計画比計画比計画比
＋＋＋＋1,000

Ｈ
Ｄ
単
体
・
計
画

1,840

＋＋＋＋70707070

＋＋＋＋50505050

＋＋＋＋140140140140

▲▲▲▲50505050

＋210

1,630 1,840 2,050

税引後利益

業務粗利益

経費

与信関連費用

特別損益※

その他

銀行合算・健全化計画 17年度予想

※与信費用戻入額
    を除く

費用760⇒710へ計画見直し

退職給付会計基準の改正が影響

システム統合関連

注：金額については単位未満を切捨て表示
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株式会社りそなホールディングス

№7
りそなりそなりそなりそな銀行銀行銀行銀行のののの勘定分離勘定分離勘定分離勘定分離をををを終結終結終結終結（※別に『りそな銀行の「管理会計上の勘定分離」の終結について』を公表しておりますので、ご参照下さい）

   りそな銀行が金融再生プログラム等に基づき実施した『管理会計上の勘定分離』につきましては、分離の目的等が略達成されたものと判断し、勘定分離開始時点に

定めた目標通り、集中再生期間終了日（平成17年3月31日）をもって終結いたします。
   尚、特別支援を受ける原因となった不良債権等の管理体制につきましては、勘定分離の終結を機に見直し、『管理会計上の勘定分離』により培ったノウハウ等を発展
させ、健全性の維持・向上に資する新たな審査管理体制等を構築して参ります。（平成17年7月に組織改正を予定）

（単位：億円） 15年9月末 16年3月末 17年3月末 15年9月末比

不良債権等の資産 29,436 15,335 4,485 ▲24,951
継続保有の意志が無い資産 5,918 2,822 223 ▲5,694
標準的手法に基づく評価損益 306 305 290 ▲16

再生勘定全体 35,661 18,463 4,998 ▲30,662 （単位：億円） 15年度下期 16年度上期 16年度下期

①うち貸出資産 28,263 14,367 4,470 ▲23,792 実勢業務純益（a） 713 1,273 1,142
②うち上場等株式 4,748 2,183 ―  ▲4,748 実勢業務純益ROA（b） 0.51% 0.94% 0.83%
③うち不動産（遊休等） 340 59 11 ▲328 修正コア業務純益（c） 706 1,037 1,072
④うち保証金等（廃止等） 270 74 26 ▲244
⑤うち会員権 20 14 7 ▲12

（a） 一般貸倒引当金繰入前、信託勘定不良債権処理前の業務純益

（b） 分母は新勘定の総資産平残

（c） 実勢業務純益より債券関係損益及び子会社配当を控除した額

新勘定の実績

再生勘定の不良債権等を引き継ぐ新たな審査管理体制再生勘定の実績

貸出資産

上場等株式

※1．分離基準日以降、正常先等に上方遷移した貸出資産（3,985億円）、有価証券（1,178億円）、

      保証金（12億円）は再生勘定残高に含めず                  ※2．②上場等株式は簿価ベース

※3．③不動産は遊休・廃止物件のみ  、※4．④保証金等は廃止（予定）物件差入分のみ

28,263 14,367 8,885 4,470

35,661

18,463

11,654

4,998

0

10,000

20,000

30,000

40,000

15年9月末 16年3月末 16年9月末 17年3月末

不良債権目標：新勘定も含め3%台⇒達成達成達成達成（（（（3.35%3.35%3.35%3.35%））））

上場等株式目標：ゼロ（全体3,000）⇒達成達成達成達成（（（（全体全体全体全体2,9932,9932,9932,993））））

1年6ヶ月で

3兆円超の圧縮を実現

新勘定

再生勘定

地域（営業店）
融資第1部

融資第2部

融資
第2部

融
資
管
理
部

実質破綻
・破綻先

要注意先 要管理先
破綻
懸念先

正常先

勘定分離
終結後 地域（営業店） サービサー・ターンアラ

  ウンド部署

注：金額については単位未満を切捨て表示
Page-7

平成16年度（17年3月期）決算

発表時説明資料



株式会社りそなホールディングス

〔各傘下銀行の単体計数を表示〕

（単位：億円） HD連結 （単位：億円） 5銀行合算 りそな 埼玉りそな 近畿大阪 奈良 りそな信託

連結粗利益 ① 7,631  業務粗利益 7,097  4,876  1,239  701  38  242  
営業経費 （△）② 3,820  経 費（△） 3,456  2,192  718  412  31  100  

【参考】単純合計①－② 3,810  実勢業務純益
*1 3,652  2,694  520  289  6  141  

一般貸倒引当金繰入額（△） ―  一般貸倒引当金繰入額（△）*3 △24  ―  △24  ―  ―  ―  
連結臨時収支 154  臨時収支 △493  △319  △115  △53  △4  △0  

不良債権処理額（△） 820  不良債権処理額（△） 852  607  172  67  5  ―  
株式関係損益 910  株式関係損益 451  459  4  △13  △0  ―  
その他臨時収支 64  その他臨時収支 △92  △171  51  26  0  △0  

連結経常利益 3,964  経常利益 3,172  2,364  429  235  1  141  
連結特別損益 △69  特別損益 ＋749  ＋634  △17  ＋128  ＋4  △0  

うち与信費用戻入額 ＋416  うち与信費用戻入額 ＋1,232  ＋1,086  ＋7  ＋134  ＋4  ―  
税金等調整前当期純利益 3,895  税引前当期純利益 3,921  2,999  412  363  5  140  
法人税等調整額他 △239  法人税等調整額他 △58  ＋115  △188  ＋72  △1  △55  
連結当期純利益 3,655  当期純利益 3,863  3,114  223  435  4  85  

*1 ：実勢業務純益は信託勘定不良債権処理額、一般貸倒引当金繰入額を除いた業務純益

連結与信費用総額（△）
*2、3 415  与信費用総額（△）

*2、3 △393  △467  139  △67  1  
*2

*3

（単位：億円） HD単体 HD連結 りそな 埼玉りそな 近畿大阪 奈良 りそな信託

営業収益 745  【連結】自己資本比率（速報値） 9.74% 8.83% 8.15%
うち子会社受取配当金 634  TierⅠ比率 5.27% 5.46% 5.52%

経常利益 565  
特別損益 △120  〔単体〕自己資本比率（速報値） 9.62% 8.29% 8.17% 6.47% 127.94%
当期純利益 445  TierⅠ比率 6.02% 4.60% 5.53% 5.17% 127.94%

：業務粗利益内・信託勘定不良債権処理額＋一般貸倒引当金繰入額＋臨時収支内・不良債権処理額＋特別損益内・与信費用戻入額

：与信費用関連の表示で△は戻入（利益）を示す

Ⅱ．平成16年度（17年3月期）決算等の概要

注：金額については単位未満を切捨て表示
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株式会社りそなホールディングス

〔各傘下銀行の単体計数を表示〕

（単位：億円） 銀行合算 りそな 埼玉りそな 近畿大阪 奈良 りそな信託

17年3月期 （前年度比） 17年3月期 （前年度比） 17年3月期 （前年度比） 17年3月期 （前年度比） 17年3月期 17年3月期

実勢業務純益
*1 3,652  ＋1,049  2,694  ＋971  520  ＋121  289  △29  6  141  

*1 ：実勢業務純益は信託勘定不良債権処理額、一般貸倒引当金繰入額を除いた業務純益

17年3月期 （前年度比） 17年3月期 （前年度比） 17年3月期 （前年度比） 17年3月期 （前年度比） 17年3月期 17年3月期

業務粗利益 7,097  ＋370  4,876  ＋425  1,239  ＋115  701  △154  38  242  
うち資金利益 5,381  △60  3,659  △90  1,059  ＋87  628  △57  33  
うち役務取引等利益 723  ＋7  547  △1  168  ＋30  39  △7  4  
うち特定取引・外為益 446  ＋163  432  ＋162  7  △0  6  ＋1  ―  
うち債券関係損益 173  ＋239  128  ＋310  16  ＋20  27  △91  0  

17年3月期 （前年度比） 17年3月期 （前年度比） 17年3月期 （前年度比） 17年3月期 （前年度比） 17年3月期

貸出金平残
*2 255,327  △17,287  178,775  △16,263  50,788  ＋3,828  24,400  △2,735  1,362  

預貸金利回差（国内業務） 1.95% ＋0.00% 1.89% ＋0.02% 1.99% △0.07% 2.31% △0.04% 2.30%
貸出金利回（国内業務） 2.04% △0.01% 1.97% ＋0.00% 2.07% △0.10% 2.43% △0.05% 2.40%

*2 ：りそな信託銀行を除く4銀行の合算。りそな銀行の貸出金平残は「銀行勘定」のみを記載（信託勘定を含めず）。

17年3月末 （16年3月末比） 17年3月末 （16年3月末比） 17年3月末 （16年3月末比） 17年3月末 （16年3月末比） 17年3月末

【参考】投資信託残高
*3 12,903  ＋4,419  6,397  ＋1,864  4,025  ＋1,783  2,333  ＋717  146  

*3 ：個人向け投資商品のうち投資信託の残高。投資信託の残高は各基準日時点の公社債投信・株式投信・外国投信の時価総額。りそな信託銀行を除く4銀行の合算。

17年3月期 （前年度比） 17年3月期 （前年度比） 17年3月期 （前年度比） 17年3月期 （前年度比） 17年3月期 17年3月期

経 費  （△） 3,456  △711  2,192  △579  718  △6  412  △125  31  100  
うち人件費 1,111  △126  678  △96  217  ＋15  162  △45  12  39  
うち物件費 2,135  △537  1,385  △433  449  △27  222  △74  17  59  

Ⅲ．実勢業務純益等の概要

注：金額については単位未満を切捨て表示
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株式会社りそなホールディングス

〔各傘下銀行の単体計数を表示〕

（単位：億円） 4銀行合算 りそな 埼玉りそな 近畿大阪 奈良

〔17年3月期〕 （下期） 〔17年3月期〕 （下期） 〔17年3月期〕 （下期） 〔17年3月期〕 （下期） 〔17年3月期〕

与信関連費用総額 （△） △393  △215  △467  △315  139  98  △67  3  1  

信託勘定不良債権処理 11  2  11  2  ―  ―  ―  ―  ―  

一般貸倒引当金繰入額  ※1 △873  238  △770  267  △24  7  △71  △29  △7  

不良債権処理額  ※2 469  △457  292  △585  164  91  4  33  8  

与信費用ベース部分 ※3 1,101  739  870  562  124  100  105  78  1  
再生支援・正常化他（大口先含む）※4 △616  △398  △565  △365  △21  △17  △28  △15  △0  
回収・オフバランス化 ※5 △878  △556  △772  △511  36  15  △143  △60  0  

※1 過年度決算等と比較する観点から、貸倒引当金戻入額として特別利益に計上した額を含めて記載しております。尚、特別利益における貸倒引当金戻入額内訳はPage-12に記載しております。

※2 上記※1同様、臨時収支に計上した不良債権処理額に加え、特別利益に計上した個別貸倒引当金戻入額、特定海外債権引当勘定戻入額、償却債権取立益を含めて記載しております。

※3 16年度上期、下期にて破綻先～要管理先に下方遷移した先の影響額に加え、DCF的手法採用先を除く一般貸倒引当金繰入（戻入）の影響額等を記載しております。

※4 ※3と同期間で、要管理先～正常先に上方遷移した先の影響額の他、早期再生に向けた引当強化等を実施した大口先（与信額300億円以上）に係る影響額等を記載しております。

※5 貸出金回収、バルクセール等のオフバランス化に伴う影響額の他、担保評価替の影響額等を記載しております。

【参考】 平成14年3月末の旧大和・旧あさひの2社合算の不良債権比率10.13%（4銀行合算は10.28%）に対して、

平成17年3月末のりそな・埼玉りそなの2社合算の不良債権比率は3.04%であります

（単位：億円） 4銀行合算 りそな
*2 埼玉りそな 近畿大阪 奈良

〔17年3月末〕 （16年3月末比） 〔17年3月末〕 （16年3月末比） 〔17年3月末〕 （16年3月末比） 〔17年3月末〕 （16年3月末比） 〔17年3月末〕 （16年3月末比）

破産更生債権等 975  △1,061  574  △711  124  △64  258  △282  18  △3  

危険債権 4,014  △3,974  2,694  △3,482  443  △163  834  △331  42  ＋2  

要管理債権 4,198  △4,616  3,099  △4,325  493  △239  590  △34  14  △17  

開示不良債権計 9,188  △9,652  6,368  △8,518  1,062  △467  1,683  △648  74  △17  

不良債権比率
*1 3.39% △3.35% 3.35% △4.04% 1.96% △1.06% 6.62% △2.32% 5.08% △1.57%

*1：開示債権計（不良債権）÷金融再生法基準開示債権総合計（総与信） *2 ：りそな銀行の開示債権は銀行勘定及び信託勘定の合計

18年3月末不良債権比率計画 2%台後半 2%台後半 1%台後半 4%台半ば

Ⅳ．与信関連費用等の概要

Ⅴ．金融再生法基準開示債権

※奈良銀行は年度内（18年1月）に
   りそな銀行と合併予定であります

注：金額については単位未満を切捨て表示
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株式会社りそなホールディングス

〔各傘下銀行の単体計数を表示〕

（単位：億円） 4銀行合算 りそな
*1 埼玉りそな 近畿大阪 奈良

〔17年3月末〕 （16年3月末比） 〔17年3月末〕 （16年3月末比） 〔17年3月末〕 （16年3月末比） 〔17年3月末〕 （16年3月末比） 〔17年3月末〕 （16年3月末比）

破綻先・実質破綻先 100.0% ―  100.0% ―  100.0% ―  100.0% ―  100.0% ―  

債権残高*2 975 △1,061 574 △711 124 △64 258 △282 18 △3

担保・保証等 91.1% ＋0.9% 88.3% △4.8% 97.2% ＋4.9% 94.0% ＋11.2% 95.7% ＋10.5%

引当率
*3 8.9% △0.9% 11.7% ＋4.8% 2.8% △4.9% 6.0% △11.2% 4.3% △10.5%

非保全部分引当率 100.0% ―  100.0% ―  100.0% ―  100.0% ―  100.0% ―  

破綻懸念先 97.2% ＋4.2% 97.0% ＋5.2% 97.9% ＋4.4% 97.6% △1.4% 93.5% ＋1.5%

債権残高 4,014 △3,974 2,694 △3,482 443 △163 834 △331 42 ＋2

担保・保証等 45.8% ＋10.8% 36.2% ＋7.2% 68.6% ＋5.4% 64.1% ＋12.6% 61.7% ＋5.0%

引当率
*3 51.4% △6.6% 60.8% △2.0% 29.3% △1.1% 33.5% △14.0% 31.7% △3.5%

非保全部分引当率 94.8% ＋5.6% 95.3% ＋6.8% 93.4% ＋10.9% 93.4% △4.6% 82.9% ＋1.5%

要管理先 76.2% ＋5.7% 74.5% ＋7.3% 72.6% △6.0% 89.7% △6.7% 73.4% △12.9%

債権残高 5,579 △5,164 4,174 △4,736 669 △294 717 △111 17 △23

担保・保証等 45.5% ＋6.1% 44.3% ＋8.3% 49.8% △9.7% 48.9% △3.0% 45.3% △14.4%

引当率
*3 30.7% △0.4% 30.2% △0.9% 22.8% ＋3.7% 40.8% △3.7% 28.1% ＋1.5%

非保全部分引当率 56.3% ＋5.0% 54.2% ＋5.6% 45.4% △1.8% 79.8% △12.7% 51.3% △14.6%

その他要注意先 56.6% ＋4.5% 52.7% ＋5.7% 56.8% △3.6% 76.0% △0.7% 66.6% ＋6.1%

債権残高 17,984 △4,397 12,925 △4,552 2,432 ＋537 2,502 △366 124 △16

担保・保証等 51.8% ＋3.7% 47.1% ＋4.3% 54.4% △3.3% 72.9% △0.9% 65.4% ＋6.3%

引当率
*3 4.8% ＋0.9% 5.6% ＋1.4% 2.4% △0.3% 3.0% ＋0.2% 1.1% △0.2%

正常先に対する引当率
*3 0.13% ＋0.0% 0.15% ＋0.0% 0.02% ＋0.0% 0.21% ＋0.0% 0.17% △0.1%

債権残高 242,613 ＋6,381 169,830 ＋2,354 50,392 ＋3,464 21,119 ＋438 1,270 ＋124

【参考】債権残高の合計 271,167 △8,216 190,199 △11,127 54,063 ＋3,479 25,432 △652 1,472 ＋83

*1 ：りそな銀行の引当率等は銀行勘定及び信託勘定の合計 *2 ：部分直接償却実施後の債権残高

*3 ：引当率＝当該引当金÷当該債権残高  〔※非保全部分引当率＝当該引当金÷（当該債権残高－担保・保証等の保全額）〕

Ⅵ．債務者区分別の保全率等の概要

注：金額については単位未満を切捨て表示
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株式会社りそなホールディングス

〔各傘下銀行の単体計数を表示〕

（単位：億円） 4銀行合算 りそな 埼玉りそな 近畿大阪 奈良 備  考

特別損益 ＋749  ＋634  △17  ＋128  ＋4  
与信費用戻入額 ＋1,232  ＋1,086  ＋7  ＋134  ＋4  
貸倒引当金戻入額 ＋1,030  ＋933  ―  ＋94  ＋2  

一般貸倒引当金 ＋849  ＋770  ―  ＋71  ＋7  左記3種類の引当金戻入額合計がプラスとなる場合、

個別貸倒引当金 ＋176  ＋157  ―  ＋23  △4  合算して特別利益に計上される事となります

特定海外債権引当勘定 ＋5  ＋5  ―  ―  ―  

償却債権取立益 ＋201  ＋152  ＋7  ＋39  ＋1  

退職給付関連損失（ネット） △429  △427  △0  △1  ―  年金給付額引下げ等に伴う未認識債務の臨時償却（中間期）

その他特別損益 △53  △23  △24  △4  ＋0  不動産売却損益、減損損失、その他

（単位：億円） 4銀行合算 りそな 埼玉りそな 近畿大阪 奈良

〔17年3月末〕 （16年3月末比） 〔17年3月末〕 （16年3月末比） 〔17年3月末〕 （16年3月末比） 〔17年3月末〕 （16年3月末比） 〔17年3月末〕 （16年3月末比）

繰延税金資産の純額〔（1）+（2）〕 461  △46  320  ＋185  35  △273  106  ＋42  △0  △1  

例示区分※（課税所得見積期間） 連結：4号但書き（1年） 4号但書き（1年） 4号但書き（5年） 4号（1年） 4号（1年）

※ 例示区分：「繰延税金資産の回収可能性の判断に関する監査上の取扱い」（平成11年11月9日 日本公認会計士協会 〈監査委員会報告第66号〉）

① 繰延税金資産合計 1,766  △22  1,290  ＋76  312  △170  163  ＋72  ―  △1  

うち評価性引当額 △16,486  ＋1,416  △14,507  ＋1,232  △138  △38  △1,807  ＋221  △33  ＋1  

② 繰延税金負債（一般分）
*1 △297  ＋20  △216  ＋37  △81  △16  ―  ―  ―  ―  

（1） 繰延税金資産〔①+②〕
*2 1,469  △1  1,074  ＋113  230  △187  163  ＋72  ―  △1  

（2） 繰延税金負債（評価差額）
*3 △1,007  △44  △754  ＋71  △195  △86  △57  △30  △0  △0  

*1 ：②は将来加算一時差異（退職給付信託設定益等）に係る繰延税金負債（株式等評価差額に係る部分を除くベース）

*2 ：（1）は「①将来減算一時差異（貸倒引当金等）及び繰越欠損金等に係る繰延税金資産合計」と「②の繰延税金負債（一般分）」を単純にネットした繰延税金資産

*3 ：（2）は政策投資株式等の「その他有価証券の評価差額（ネット評価益）」に係る繰延税金負債

Ⅷ．繰延税金資産の概要

Ⅶ．特別損益の概要

注：金額については単位未満を切捨て表示
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株式会社りそなホールディングス

（単位：億円） HD連結 （単位：億円） HD単体

（中間期予想） 〔年間予想〕 （中間期予想） 〔年間予想〕

連結経常収益 4,700  9,500  営業収益 2,200  3,200  

連結経常利益 1,200  2,300  経常利益 2,100  3,000  

連結当期（中間）純利益 1,100  2,000  当期（中間）純利益 2,100  3,000  

HD連結・18年3月末自己資本比率見込 9%程度 18年3月期末普通配当予想※1、2 未定

18年3月期末優先配当予想※2 所定の配当

※1． 配当方針については決算短信P4をご覧下さい

※2． 配当予想の詳細については決算短信P37、38をご覧下さい

【参考】傘下銀行の〔単体〕業績予想
優先出資証券につきましても所定の配当を予想しております

（単位：億円） 銀行合算 りそな 埼玉りそな 近畿大阪 りそな信託

（中間期予想） 〔年間予想〕（概数） 【健全化計画】 〔年間予想〕 〔年間予想〕 〔年間予想〕 〔年間予想〕

業務粗利益 3,270  6,730  6,660  4,500  1,275  680  230  

経費（△） 1,800  3,740  3,740  2,430  745  420  115  

実勢業務純益 1,480  3,000  2,920  2,080  530  260  115  

経常利益 1,200  2,270  1,960  1,600  395  160  115  

特別損益 △30  △70  △20  △60  △10  △0  ―  

税引“前”当期（中間）利益 1,170  2,200  1,940  1,540  385  160  115  

税引後当期（中間）純利益 1,100  2,050  1,840  （平成17年度より連結納税制度を採用しております）

※奈良銀行は年度内（18年1月）にりそな銀行と合併予定であります

与信関連費用総額（△） 370  710  760  530  90  80  

【連結】 〔単体〕 【連結】 〔単体〕

18年3月末自己資本比率見込 8%台前半 8%台前半 8%程度 120%程度

Ⅸ．平成17年度（18年3月期）業績予想の概要

注：金額については単位未満を切捨て表示
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